























































































































































選択』の事例（第１節），Critical Thinking Press and Software社から刊行されて
いる教科書・指導書の事例（第２節），スタンバーグの三頭理論の事例（第３節），
ファシオンとスウォーツの事例（第４節）を取り上げて，どのように教材が構成
されているかということを中心に，丹念に分析し考察が行われている。思考の要
素・技能との関係において，どのような教材が作成され，どのように指導の方法
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が提示されているかということについて，各事例ごとにその特徴や問題点などが
考察されている。批判的思考の技能をどのように組み込んで教材を作成したらい
いのか，学習者に対してどのような話題やテーマを教材化したらいいのかといっ
た問題は，批判的思考教育を実践していく際きわめて重要な課題であり，本章の
事例研究はその課題に豊かな示唆を与えるものである。
本書の特徴の一つは，第１章から第３章におけるアメリカの緒論についての詳
密な考察に加えて，日本における批判的思考の実践的提案とその検証である。こ
れが第4章である。筆者自身が単元開発にも関わった東京都内の公立小学校・中学
校の事例を中心に提案と考察が行われている。文部科学省の指定研究開発学校で，
「系の学習」として独自なカリキュラムを開発している学校である。「系の学習は」
は五つの系から構成されており，筆者はその五つの系のうち，「社会教養系（社
会，道徳，特別活動）：批判的思考，社会的技能，人間関係」の単元開発や実践指
導に関与している。
批判的思考の具体的な技能として，[問題発見に関する技能」→「問題の構造化
や分析に関する技能」→「判断・意思決定に関する技能]を位置付け，さらに最初
の「問題発見に関する技能」では，「知的誠実さ」「公平さ・謙虚さ」などを位置
付けている。ここには，第１～３章で考察されたデューイ，エニス，ポールに関
する研究が活かされている。
小学校低学年・中学年・高学年及び中学校の四段階に分けて，実際に開発され
た主な単元が一覧表で紹介されている。そのうち「町のカラスは住みやすいか」
（小学校中学年），「アイスクリームの違いを見つけよう」（小学校高学年），「20年
後のわたしたち」（小学校高学年），「『あの子をさがして』から世界へ」（中学校）
の四つの単元については，その具体的内容が紹介されている。先にも述べたよう
に，技能を包み込んで，どのような話題・トピックで教材を作成したらいいかと
いう課題は，批判的思考の実践においてきわめて重要な問題である。この点にお
いて，児童生徒に興味・関心を喚起し，しかも日常生活の問題と関係づけた話
題・トピックが設定されており，示唆に富んでいる。「町のカラスは住みやすい
か」の実践については，第２章で考察したタバの授業分析の手法を応用して，授
業記録の丹念な分析と考察が行われている。
今後の課題としては，批判的思考の概念及び技能が，小学校・中学校・高等学
校を通して，教育論としてどのように系統化・体系化できるかという問題がある
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であろう。批判的思考の体系的なカリキュラムの作成である。第４章は指定校に
おける総合学習としての提案及び考察であるが，一般校においてどのような時間
帯，すなわち教科及び総合的な学習の時間等との関係などを，さらに検討してい
くことが求められよう。21世紀の批判的思考教育のプログラムや実践の開拓に多
大な示唆を与える好著である。
樋口直宏著
『批判的思考指導の理論と実践─アメリカにおける思考指導の方法と日
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